
１月号（ 18 ）

「
雪（
吉
原
仮
宅
　
深
川
の
雪
）」は
、栃
木
市
の
豪
商
・
善
野
家（
屋

号
・
釜
伊
）
の
依
頼
で
歌
麿
が
描
い
た
と
い
わ
れ
る
肉
筆
大
作
「
雪

月
花
」（
三
幅
対
）
の
一
つ
で
す
。「
雪
月
花
」
は
一
八
七
九
（
明
治

十
二
）
年
、
旭
町
の
定
願
寺
で
展
示
さ
れ
、
目
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、市
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

三
点
は
一
八
八
七（
明
治
二
十
）年
ま
で
に
パ
リ
に
流
出
。現
在
、「
花
」

と
「
月
」
は
米
国
の
美
術
館
に
あ
り
、「
雪
」
は
行
方
不
明
で
す
。

た
だ
、「
雪
」
は
一
度
日
本
に
戻
り
、
一
九
四
八
年
に
東
京
の
百

貨
店
に
三
日
間
だ
け
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
横
三
四
六
セ
ン
チ
、
縦

一
五
八
セ
ン
チ
。
展
示
す
る
の
も
三
人
が
か
り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

こ
の
と
き
「
雪
」
を
見
た
浮
世
絵
研
究
家
は
、
そ
の
大
き
さ
と
歌
麿

の
芸
術
の
力
に
圧
倒
さ
れ
、「
た
だ
た
だ
頭
を
下
げ
る
の
み
」
と
絶

賛
し
て
い
ま
す
。

善
野
家
で
は
、「
せ
つ
げ
っ
か
」
で
は
な
く
「
ゆ
き
つ
き
は
な
」

と
呼
び
、「
月
」「
花
」「
雪
」
の
順
で

描
か
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
絵
の
中
の
女
性
の
髪
型
か
ら
も
、

「
雪
」
が
ほ
か
の
二
作
品
よ
り
も
後
に

描
か
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。パ

リ
の
画
廊
で
「
雪
」
を
見
た
作
家

ゴ
ン
ク
ー
ル
は
「
投
獄
の
危
険
を
感
じ

た
歌
麿
は
、
遠
い
地
方
の
友
人
宅
に
身

を
潜
め
た
。
こ
の
巨
大
な
掛
け
軸
は
、

そ
こ
で
受
け
た
も
て
な
し
の
返
礼
」
だ

と
書
い
て
い
ま
す
。「
地
方
の
友
人
宅
」

が
「
栃
木
の
善
野
家
」
で
、「
巨
大
な

掛
け
軸
」
が
「
雪
」
で
あ
る
こ
と
は
、

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

問
合
先
　
本
　
文
化
課
　
☎
（21）
２
４
２
６

歌
麿
通
信
３
﹁
雪
﹂

→
市
内
で
発
見
さ
れ
た

「
雪
」
の
写
真

第52回 栃木県郡市町対抗駅伝競走大会
１月30日（日）  雨天決行

・開　会　式　９時30分（県庁）

・往路スタート　10時（県庁前）

・復路スタート　12時30分（市陸上競技場）

・閉　会　式　14時30分（県庁）

問合先　スポーツ振興課（☎25－0930）

県
内
有
数
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
郡
市
町
対
抗
駅

伝
競
走
大
会
が
、
県
庁
（
宇
都
宮
市
）
〜
栃
木
市
総

合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
往
復
す
る
コ
ー
ス
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
県
内
各
郡
・
市
・
町
の
名
誉
を
か
け
、

中
学
生
〜
一
般
・
男
女
ラ
ン
ナ
ー
が
10
区
間
60
㎞
の

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
　

ま
た
、
同
日
、
市
総
合
運
動
公
園
内
で
第
３
回
栃

木
県
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
（
10
時
ス
タ
ー
ト
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
へ
の
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

※
大
会
当
日
は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
大
会
関
係
車
両
の
通

行
に
よ
り
一
時
的
に
道

路
が
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

ご
注
意
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（県小学生駅伝競走大会）
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